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6 2024

Web

245-0062
983

TEL 045-871-8011
FAX 045-871-8091

https://www.crc-japan.net/
Email info@crc-japan.net   
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BANSO-COとは？
すきま時間に、オンラインで、メンタルヘルス支援の専門家と気軽に話ができるサービスを企業
向けと個人向けに提供しています。心理士や精神科医などのメンタルヘルスケアの専門家が、他
分野の専門家や公的・民間サービスと必要に応じて連携しながら、利用者一人ひとりに伴走し、
メンタルヘルス不調が起こる前に予防することを目指しています。

とりわけ、妊活中・妊娠中・子育て中の男女にトータルケアを届けることを主軸としてサービス
展開を行っています。親のメンタルヘルス不調は子ども虐待の重大な要因のひとつであることか
ら、妊活中・妊娠中・子育て中の男女にトータルケアを届けメンタルヘルス不調を予防すること
は、子ども虐待の予防につながると考えています。

子育て支援に関連したプロジェクト
多摩イノベーションエコシステム促進事業 リーディングプロジェクト（2022～2023 年度）

2022 年度は、多摩地域で、子育
て世帯が心身ともに健やかに自
分らしい暮らしを送ることがで
き、積極的に子どもを産み育てた
いと思える街を創るために、「子
育て世代における心身の健康増

進を図るトータルケアサービ

ス」を実施しました。

具体的には、自治体や医療機関による周知・SNS 広告を通じて、(1) 気軽にオンラインで話せる
メンタルヘルスの専門家による継続的な心のケアの提供、(2) 保育士による親子で多摩の自然と
触れ合う環境の提供、(3) 理学療法士によるセミナーや身体面のケアの提供を行いました。医療
機関へのヒアリングや利用者アンケートを用いた検証からは、利用者数は限られていたものの、
身体のケアを入り口にすることでメンタルヘルスケア利用のハードルが下がった可能性が示唆
されました。利用者の満足度が 100％と高かっただけではなく、メンタルヘルスの向上も見られ
ました。

2023 年度は、このトータルケアサービスを多摩地域に限らず全国（主要都市を含む 8 地域）へ
展開します。そのために身体のケアを担う理学療法士の方々とのネットワークを構築し、全国
の子育て世帯へトータルケアをシームレスに提供することで心身の健康促進を目指します。

「誰もが日常の中で心のケアをすることが当たり前になる社会を実現したい！」

そんな想いから生まれた、東京医科歯科大学発ベンチャー企業です。

株式会社BANSO-CO 代表取締役 土井理美・鶴田桂子
E-mail：hello@banso-co.co.jp  ウェブサイト：https://www.banso-co.co.jp/
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IFCA のミッションは、国を超えた 多様な考えの交流、協働つながりづくり
を通じて、子ども家庭福祉のシステムを前進させることです

＜ 団体事業の３つの柱 ＞ 
NPO法人インターナショナル・フォスターケア・アライアンスは ２０１２年の団体設立以来、 

米国の同名の法人と協働しながら、以下の３つの活動を行なってきました 

ユース

社会的養護の当事者 

ケアギバー

子どもの日々のケアに 
あたる人たち

  

プロフェッショナル

子ども家庭福祉の仕事に
たずさわる人たち 

▶パネル展示では、上記の「３つの事業」の中に解説されている資料の他に、団体紹介資料やバックナンバーを含む定期
刊行物、出版物を紹介・解説します。また、団体の沿革や業績を理解するためのポスター展示も行います。 

特定非営利活動法人インターナショナルフォスターケアアライアンス [ IFCA ] 
ホームページ  www.ifcajapan.org  ◎  問い合わせ  info@ifcajapan.org

〒151-0063 東京都渋谷区富ヶ谷１－３３－６－２０２ 
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抄録　特定非営利活動法人ひだまりの丘
＜はじめに＞
2015年に児童虐待を未然に防ぐ活動として「子はたからプロジェクト」を社会起業家の母でもあ
る、特定非営利活動法人ケア・センターやわらぎと石川治江と自身が虐待を受けた経験を持つ絵
本作家のなるかわしんごとで発足し、絵本を作成した。（展示絵本3種）のちに名古屋で幅広く子
育て支援を行う特定非営利活動法人ひだまりの丘と連携し活動を関東、東海、関西圏と広げてい
る。今回の展示では、事業内容や自治体の導入事例、プロジェクトと並行して行っている児童虐
待における実態調査報告書などを中心に展示する。

＜展示の内容について＞

児童虐待推進事業(子はたからプロジェクト)、絵本の解説や取り組み事例など紹介

調査報告書について（2020年度から～）
　児童虐待の起こる要因・要素分析をし、適切な措置またはどのような環境や制度・政策が有効
かなどを検討するべく、勉強会を行い、2020~2021年度にかけて、被虐待歴、加害歴のある方へ
ヒアリングし、調査を行いとりまとめたもの。2021年度版は大学の専門家から調査についてコメ
ントを頂いた。

2020~2021年度調査はWAM(独立行政法人福祉医療機構)の採択を受け実施。
2022~2023年度調査は寄付金、原田積善会の助成をいただいて実施。
調査報告書（2020~2021年度）WEB版　http://r.yodaka.org/?p=731

新聞・雑誌ほか：読売・中日・朝日・地域保健・月刊福祉（2023.10月号掲載予定）など
クラウドファンディングについて（くまのぬいぐるみ）

2021年に児童虐待問題について幅広く知ってもらう活動として絵本のキャラクターをぬいぐるみ
にして「まず問題について知ってもらう」というキャンペーンを行った。180名の方に支援してい
ただき達成した。https://camp- re.jp/projects/view/354818

＜補足＞
子はたからプロジェクトを発足し、自治体や関係機関と連携し「支援する/される」という関係を
超え、どのように地域資源が有機的に産前産後、乳幼児期、未就学の子育て世帯へと結びついて
いけばよいのかを検討しながら活動を行なってきた。現在、京都、三重、愛知、岐阜などで取組
が広がり、2019年時点で40回以上のワークショップを開催、720名以上の親子が参加した。2021
年には各地域で絵本を使ったワークショップや場の創造するプレイヤーを育成するために養成講
座を実施。全国から約40名が受講。少しずつではあるが児童虐待の予防が広がっていくことを期
待してパネル展示で有識者、また関係者、関心がある方とコミュニケーションや情報共有を行い
たいと考えている。また当法人では、名古屋市内で若年層の居場所事業も2019年ごろから開始し
た。昨年度助成を受け、活動報告書を作成したので併せて展示し、幅広く子どもたちの実態や実
践についても情報交換をしたい。
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